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総合的な調査のとりまとめ　

平成２０年　９月２２日
内閣府　沖縄総合事務局

資料４第1回　那覇空港技術検討委員会
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１．総合的な調査の進め方
★　総合的な調査のフローおよびＰＩのステップ

　 交通政策審議会の答申を受けて、国と沖縄県では平成１５年から平成１９年にかけて

パブリック・インボルブメント（ＰＩ）の手法を取り入れながら総合的な調査を実施。

※ＰＩの実施にあたっては透明性・公平性を確保するため、第三者機関である「那覇空港調査ＰＩ評
価委員会」を設置し、評価・助言をいただきながら進めた。
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２．那覇空港の現状と課題
・滑走路１本の空港としての利用度の高さは国内２番目。
・観光客を中心に旅客は年々増加しており、貨物輸送においても生活物資の輸送や、県産
　
　 農水産物の出荷等、様々な形で利用され、那覇空港への依存度が年々高まっている。
・ また、那覇空港では、夏場の観光シーズンや年末年始などを中心に、希望する便の予約
が取れず、沖縄への訪問を取りやめる人もおり、県経済に影響が生じている。また、便の
発着が多い時間帯には、滑走路手前や誘導路での待機などにより出発や到着に遅れが
生じている。
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３．総合的な調査の結果概要

　予測の結果、航空需要は今後とも増大を続け、航空旅客数は、2015年度では、2004年
度の1.1～1.3倍になるとの結果が得られた。

（１）那覇空港の将来の需要予測
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（２）日発着回数と空港能力

　2010～2015年頃には夏期を中心に、航空旅客需要の増加に対応できなくなるおそれ

があることが分かった。

那覇空港の
空港能力

那覇空港の
空港能力

●年平均日発着回数と空港能力 ●８月の日発着回数と空港能力

３．総合的な調査の結果概要
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（３）将来対応方策案の内容（各案の比較）

※上記以外の評価の視点：経済効果、利便性（地上走行距離）
※総合的な調査段階では、発着可能回数及び空港能力については、飛行
　経路の確保ができるものとして算出。
　

＜整備効果・事業規模の視点＞

　将来対応方策として、滑走路増設等について検討を行った。

３．総合的な調査の結果概要

ピーク時発
着可能回数

33回 34回 55回 55回

600~620回

２，５００億円

１０年

２００ｈａ

42回

空港能力　
(日発着回数)

370~
380回 380~390回 600~620回 470~480回

概算事業費 －－－ ５０億円 ２，４００億円 １，３００億円

概算工期 －－－ ３年 １０年 ７年

埋立規模 －－－ ０ｈａ ２２０ｈａ ９０ｈａ
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（３）将来対応方策案の内容（各案の比較）

※上記以外の評価の視点：航空機騒音、水環境、生物、社会的環境
（人と自然とのふれあい活動、歴史的・文化的環境）

＜周辺環境への影響の視点＞

サンゴ被度と
藻場被度

瀬長島、大嶺
崎周辺区域、
周辺干潟域へ

の影響

海域消失面積

３．総合的な調査の結果概要

1310m案

930m案

210m案

0 200100 300 400 500 560
(ha)

50060

53030

55010

●サンゴ／全分布面積約560ha

1310m案

930m案

210m案

0 20 40 60 80 90
(ha)

7020

8010

8010

●藻場／全分布面積約90ha

より沖合に滑走路を
増設すれば、サンゴ
や藻場、干潟への影
響が比較的大きくな
ります。

1310m案

930m案

210m案

0 100 200 300 400 410
(ha)

280130

300110

33080

●干潟／全分布面積約410ha
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（４）ＰＩ活動内容および結果

STEP1
STEP2

STEP3

ステップ1
平成17年度実施済み

ステップ2
平成18年度実施済み

ステップ3
平成19年度実施済み

●現在の那覇空港には、どんな課題があるの？
●那覇空港はどんな役割を担っているの？
●効果と影響はどうなの？
●那覇空港のあるべき姿って何？

などについて、検討しました。

●今後、どのくらい旅客者数＝需要があるの？
●今の空港で（機能・規模など）充分なの？
●既存ストックで活用できるところはないの？

などについて、検討しました。

●将来に向け、那覇空港をより良くするには、
　どういった方法、解決策ｊが考えられるの？
●それぞれの対応策における欠点や利点は？
●対応策を実施しないとどうなるの？

環境、工事費用、対策が実施された
場合の効果など、各対応策について、
様々な視点で可能性を検討しました。

STEP1
STEP2

STEP3

ステップ1
平成17年度実施済み

ステップ2
平成18年度実施済み

ステップ3
平成19年度実施済み

●現在の那覇空港には、どんな課題があるの？
●那覇空港はどんな役割を担っているの？
●効果と影響はどうなの？
●那覇空港のあるべき姿って何？

などについて、検討しました。

●今後、どのくらい旅客者数＝需要があるの？
●今の空港で（機能・規模など）充分なの？
●既存ストックで活用できるところはないの？

などについて、検討しました。

●将来に向け、那覇空港をより良くするには、
　どういった方法、解決策ｊが考えられるの？
●それぞれの対応策における欠点や利点は？
●対応策を実施しないとどうなるの？

環境、工事費用、対策が実施された
場合の効果など、各対応策について、
様々な視点で可能性を検討しました。

　調査結果については、ＰＩを通じて県民等への情報提供及び意見収集を実施。
　段階を経るごとに多くの方々にＰＩに参加していただいた。

３．総合的な調査の結果概要

説明会・懇談会

パネル展

オープンハウス

シンポジウム

空港見学会

ＰＩへの参加人数

アンケート回収数

意見を寄せた方

意見総数

ＰＩステップの目標

ステップ１ ステップ２ ステップ３

那覇空港に関する課題、

将来像等について

県民等との情報共有を図る

将来の航空需要予測、 滑走路増設を含む

空港能力の見極め等について 将来対応方策等について

県民等との情報共有を図る 県民等との情報共有を図る

平成17年8月1日～9月30日

（２ヶ月間）

平成18年8月1日～10月31日 平成19年8月29日～10月29日

（３ヶ月間） （２ヶ月間）情報提供及び意見収集期間

ＰＩ実施内容

ＰＩの終了

ＰＩ実施結果

７回 ８回 ３７回

４箇所・延べ７２日 ３箇所・延べ１０３日 １０箇所・延べ１６５日

６箇所・延べ３５日 ６箇所・延べ４６日 ２６箇所・延べ１７２日

－ １回 １回

１回 １回 １回

９７７人 ２，２０５人 ９，４０９人

９９８件 １，３３７件 １２，５２７件

４９９人 ９８２人 ８，８９２人

６９７件 ２，４０４件 ２０，９５１件

平成17年11月16日 平成18年12月4日 平成19年12月19日
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（５）ＰＩステップ３実施結果

1 5,440 26.0%

2 5,236 25.0%

3 2,264 10.8%

13,433 64.1% 4 36 0.2%

5 73 0.3%

6 384 1.8%

7 1,506 7.2%

8 158 0.8%

1,790 8.5% 9 126 0.6%

10 1,758 8.4%

11 592 2.8%

2,522 12.0% 12 172 0.8%

13 449 2.1%

449 2.1%

14 290 1.4%

15 404 1.9%

756 3.6% 16 62 0.3%

17 298 1.4%

18 16 0.1%

19 29 0.1%

820 3.9% 20 394 1.9%

21 12 0.1%

22 71 0.3%

23 64 0.3%

64 0.3%

24 279 1.3%

279 1.3%

25 838 4.0%

838 4.0%

将来対応方策、滑走路増設が必要とするご意見・理由
将来対応方策に肯定的な

ご意見
滑走路増設に当たって重視、配慮すべき点等があるとするご意見

滑走路増設案に対するご意見

別の案、その他の方策が良いとするご意見

平行誘導路の二重化に対するご意見

その他のご意見

将来対応方策、滑走路増設は不要とするご意見・理由

別の案、その他の方策が良いとするご意見

その他のご意見

将来方策に否定的な
ご意見

滑走路増設に慎重なご意見

その他のご意見

今後の検討・進め方に関するご意見

その他のご意見

将来方策に慎重なご意見

将来方策に慎重なご意見

調査報告書に関するご意見

ＰＩの進め方に関するご意見

ＰＩに関するご意見

旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙに関するご意見

貨物ターミナル地区に関するご意見

ターミナル地域の将来整備に関するご意見

その他利便性向上に関するご意見

環境問題に関するご意見

その他のご意見

航空路線網に関するご意見

自衛隊との共同利用等に関するご意見

その他のご意見

100.0%

ＰＩの取り組みに関する
ご意見

那覇空港の現状・課題等
に関するご意見

航空路線網に関する
ご意見

自衛隊に関するご意見

その他のご意見

ご意見の内容 意見数

 
ス
テ
ッ

プ
３
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
概
要

ス
テ
ッ

プ
３
に
関
す
る
ご
意
見

ス
テ
ッ

プ
３
で
寄
せ
ら
た
ス
テ
ッ

プ
１

に
分
類
さ
れ
る
ご
意
見

合　計 20,951

　 ステップ３では将来対応方策に

関する意見が全体の約８７％を
占め、滑走路増設等将来対応方
策の実施を求める肯定的な意見
が多数寄せられた。
　 また、肯定的な意見の中には、

自然環境への影響低減を求める
意見や工期短縮を求める意見も
多数寄せられた。

※ＰＩステップ３で寄せられた意見の概要

３．総合的な調査の結果概要
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（６）総合的な調査のまとめ

　 これらの調査結果を踏まえ、平成２０年１月３１日那覇空港調査連絡調整会議にお

いて、那覇空港については、今後具体的な将来対応方策について検討を進めることが
適当との結論が得られ、国土交通省航空局の「一般空港の滑走路新設または延長事
業に係る整備指針（案）」に規定する「構想段階」への移行が示された。

３．総合的な調査の結果概要


